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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月11日(2012.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に係わる演出を行う複数の演出装置を備える遊技機において、
　前記複数の演出装置を複数グループに分割し、該分割されたグループに属する演出装置
を制御するためのグループ単位制御手段を各グループ毎に設けるとともに、
　複数の前記グループ単位制御手段を統括的に制御するグループ統括制御手段を設け、
　該各グループ単位制御手段と該グループ統括制御手段とを、複数の接続線を一体化して
構成したハーネスによりコネクタを介して接続し、
　該ハーネスは、
　前記グループ統括制御手段から前記グループ単位制御手段へタイミング信号を伝達する
タイミング信号線と、
　前記グループ統括制御手段から前記グループ単位制御手段へ演出制御データを伝達する
データ線と、
　前記グループ単位制御手段に電源電圧を供給するための電源線と、
　を含んでおり、
　前記グループ統括制御手段は、
　前記グループ単位制御手段へのデータ送信を開始する際に、前記タイミング信号線の信
号レベルをハイレベルに維持させた状態で前記データ線の信号レベルをハイレベルからロ
ウレベルに変化させることで送信開始を指令する送信開始指令手段と、
　前記送信開始の指令後に、前記データ線の信号レベルを送信データに対応する信号レベ
ルに設定しながら、前記タイミング信号線の信号レベルを繰り返し変化させることによっ
て、前記グループ単位制御手段にデータを順次送信するとともに、該データ線の信号レベ
ルの変更を、前記タイミング信号線の信号レベルがロウレベルとなっている状態で行う送
信手段と、
　前記グループ単位制御手段へのデータ送信を終了する際に、前記タイミング信号線の信
号レベルをハイレベルに維持させた状態で前記データ線の信号レベルをロウレベルからハ
イレベルに変化させることで送信終了を指令する送信終了指令手段と、
　を備え、
　前記グループ単位制御手段は、
　前記ハーネスを構成するデータ線から、当該グループ単位制御手段宛の演出制御データ
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を取り込む取込手段と、
　前記ハーネスを構成する電源線からの電源供給が開始された場合に、当該グループ単位
制御手段自身の初期化を行う初期化手段と、
　を備えるとともに、該演出制御データに基づいて対応するグループに属する演出装置を
制御することを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　主制御部と周辺制御部との間、特に主制御部から周辺制御部への信号の伝達方式を改良
することにより、信号線系統の煩雑化を解消し、電気的構成の簡略化を図ることができる
遊技機が知られている。この遊技機では、主制御部から周辺制御部への指令信号の伝送を
、作動指令対象となる周辺制御部を特定可能な状態にて行う。これにより、複数の周辺制
御部への信号伝送経路を共通化することが可能となる。その結果、指令信号の伝達経路を
個々の周辺制御部毎に形成する態様と比較して信号線の数を大幅に減らすことができ、ま
た、主制御部側の指令信号の出力ポートを統合できるので信号線系統の煩雑化を解消し、
電気的構成の簡略化を図ることができる（例えば、特許文献１参照）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－０３８０２１号公報
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示された遊技機では、これ以上に基板間の配線を少なく
することはできなかった。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、グループ統括制御手段とグループ単位制御手段とを接続する接続線の数を削
減できる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、遊技に係わる演出を行う複数の演出装置を備える遊技機において、前記複数
の演出装置を複数グループに分割し、該分割されたグループに属する演出装置を制御する
ためのグループ単位制御手段を各グループ毎に設けるとともに、複数の前記グループ単位
制御手段を統括的に制御するグループ統括制御手段を設け、該各グループ単位制御手段と
該グループ統括制御手段とを、複数の接続線を一体化して構成したハーネスによりコネク
タを介して接続し、該ハーネスは、前記グループ統括制御手段から前記グループ単位制御
手段へタイミング信号を伝達するタイミング信号線と、前記グループ統括制御手段から前
記グループ単位制御手段へ演出制御データを伝達するデータ線と、前記グループ単位制御
手段に電源電圧を供給するための電源線と、を含んでおり、前記グループ統括制御手段は
、前記グループ単位制御手段へのデータ送信を開始する際に、前記タイミング信号線の信
号レベルをハイレベルに維持させた状態で前記データ線の信号レベルをハイレベルからロ
ウレベルに変化させることで送信開始を指令する送信開始指令手段と、前記送信開始の指
令後に、前記データ線の信号レベルを送信データに対応する信号レベルに設定しながら、
前記タイミング信号線の信号レベルを繰り返し変化させることによって、前記グループ単
位制御手段にデータを順次送信するとともに、該データ線の信号レベルの変更を、前記タ
イミング信号線の信号レベルがロウレベルとなっている状態で行う送信手段と、前記グル
ープ単位制御手段へのデータ送信を終了する際に、前記タイミング信号線の信号レベルを
ハイレベルに維持させた状態で前記データ線の信号レベルをロウレベルからハイレベルに
変化させることで送信終了を指令する送信終了指令手段と、を備え、前記グループ単位制
御手段は、前記ハーネスを構成するデータ線から、当該グループ単位制御手段宛の演出制
御データを取り込む取込手段と、前記ハーネスを構成する電源線からの電源供給が開始さ
れた場合に、当該グループ単位制御手段自身の初期化を行う初期化手段と、を備えるとと
もに、該演出制御データに基づいて対応するグループに属する演出装置を制御する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明によると、タイミング信号線及びデータ線だけを用いて、データの送信開始と送
信終了をグループ単位制御手段に通知できるので、基板間の配線をさらに少なくすること
ができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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